
管

理

規

程 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
七
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日  

 
 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
の
三
第
一
項
の
表
備
考
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

第
三
条
の
二
中
「
に
規
定
す
る
管
理
者
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
公
営
企
業
管
理
者
（
以
下
「
管

理
者
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
第
二
項
中
「
八
・
三
分
の
十
」
を
「
八
・
五
分
の
十
」
に
、
「
十
一
・
三
分
の
十
三
」

を
「
十
一
・
五
分
の
十
三
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
百
分
の
八
・
三
」
を
「
百
分
の
八
・
五
」

に
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
十
一
・
三
」
を
「
百
分
の
十
一
・
五
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
在
宅
勤
務
等
手
当
） 

第
四
条
の
二 

条
例
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
管
理
者
が
定
め
る
場
所
は
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

災
害
応
急
作
業
等
手
当 

 

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
） 

第
八
条
の
二 

災
害
応
急
作
業
等
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給

す
る
。 

一 

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

水
道
施
設
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
行
う
巡
回
監
視
又
は
応
急
作
業
若
し
く
は
応
急
作
業
の

た
め
の
災
害
状
況
調
査
等
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
応
急
作
業
等
」
と
い
う
。
） 

二 

前
号
に
掲
げ
る
作
業
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
作
業 

２ 

前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

一 

前
項
第
一
号
の
作
業 

巡
回
監
視
に
従
事
し
た
と
き
は
六
百
十
円
、
応
急
作
業
等
に
従
事

し
た
と
き
は
七
百
三
十
円 

 

二 

前
項
第
二
号
の
作
業 

七
百
三
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
作
業
の
区
分

１
０

０
分

の
１

０
１

．
５

７
１

 

１
．

３
９

 

１
０

０
分

の
１

０
 



に
応
じ
て
管
理
者
が
定
め
る
額 

３ 

第
一
項
各
号
の
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
行
わ
れ
た
作
業

に
従
事
す
る
職
員
に
支
給
す
る
災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
に
定
め
る
額
）
と
す
る
。 

 

一 

第
一
項
各
号
の
作
業
が
日
没
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合 

前
項
各
号
に

定
め
る
額
に
そ
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額 

 

二 

第
一
項
各
号
の
作
業
が
著
し
く
危
険
な
区
域
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
区
域
で
行
わ
れ
た

場
合 

前
項
各
号
に
定
め
る
額
に
そ
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額 

 

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
支
給
さ
れ
る
日
に
つ
い
て
は
、
現
場
業
務
手
当
及
び
夜
間
業
務
手

当
は
支
給
し
な
い
。 

 

第
十
一
条
中
「
週
休
日
及
び
休
日
等
」
を
「
週
休
日
（
就
業
規
程
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
及
び
休
日
等
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                   



                     
 

             



                  

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                



                                  



                 

別
表
第
五
本
庁
の
項
及
び
別
表
第
七
職
の
欄
中
「
管
理
部
長
」
を
「
経
営
企
画
部
長
」
に
改
め

る
。 

 

別
表
第
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

              
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
等
） 



１ 

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
四
号
、
第
八
条

の
二
及
び
第
九
条
第
二
項
の
改
正
規
程
は
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
（
号
給
の
切
替
え
） 

２ 

令
和
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
切
替
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
埼
玉
県
企
業
職
員

給
与
規
程
（
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
か
ら
第
二
ま
で
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
職
員
で
あ
っ
て
同
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
職
務
の
級
が
附
則
別
表
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
職
務
の
級
で
あ
っ
た
も
の
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
（
次
項
及
び
同
表
に
お

い
て
「
新
号
給
」
と
い
う
。
）
は
、
切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
職
務
の

級
及
び
同
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
同
表
に
お
い
て
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）

に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る
号
給
と
す
る
。 

 

（
切
替
日
前
の
異
動
者
の
号
給
の
調
整
） 

３ 

切
替
日
前
に
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異
動
を
し
た
職
員
及
び
管
理
者
が
定
め
る
こ
れ
に
準
ず

る
も
の
を
し
た
職
員
の
新
号
給
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
切
替
日
に
お
い
て
当
該
異
動
又
は
当

該
準
ず
る
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

                  



                                 


